
カロリーベースで約６割を海外からの輸入品に頼っている日本。

今や輸入食品なくして国民の食生活は成り立たないものとなっていることから、

厚生労働省では、「輸入食品の安全性」を確保するために、様々な取り組みを行っています。

今回、次年度の輸入食品の監視などを効果的に行うための計画案や、計画に基づいた輸入時の対応

について情報提供し、消費者、事業者の皆さまと意見交換を行います。
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輸入食品の安全性

令和５年１月２０日(金) １７時 必着

①　輸入食品の安全性確保について（ 令和５年度輸入食品監視指導計画(案) ）

厚生労働省 医薬・生活衛生局 食品監視安全課 輸入食品安全対策室　室長補佐　松井　保喜 氏

②　輸入食品の安全性確保について（ 輸入食品監視指導計画に基づく輸入時対応 ）

厚生労働省 医薬・生活衛生局 食品監視安全課 輸入食品安全対策室　輸出国査察専門官　白坂　信和 氏

③　輸入食品の安全・安心にかかる事業者の取り組みについて

株式会社ニッスイ 品質保証部　部長　中井　清典 氏

「輸入食品の安全性確保に関する意見交換会」

ファシリテーター： 公益財団法人 日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会　専門委員　蒲生　恵美 氏

登壇者： 上記情報提供者３人

大阪市北区芝田２-７-１８

[大阪会場] 令和５年２月３日(金) １３:３０-１６:２０

CIVI北梅田研修センター ５F HALL

https://www.civi-c.co.jp/access.html#kita

厚生労働省

１００人(先着順) 参加無料

◯ 申込方法（Web・電子メール・FAX)は裏面をご覧ください。

◯ 規定人数に達した場合、申込締切日より前に募集を締め切ることがありますので、ご了承ください。

◯ 幅広くご参加いただく観点から、同一団体からの複数名の参加はご遠慮いただく場合があります。

◯ 本意見交換会では、意見交換でのご発言内容などを、ウェブサイトで公開します。また、参加者の

　 写真や映像が配信・報道される可能性があります。

本件に関するお問い合わせ先

厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全企画課リスクコミュニケーション係　担当：岩橋

電話番号：０３-５２５３-１１１１(代表) 内線２４９３　住所：〒１００-８９１６　東京都千代田区霞が関１-２-２



「みんなで知ろう、話そう、考えよう 輸入食品の安全性」

０３-５５４９-３２０１

https://forms.gle/UgAhe3AmxqQXstDE6 
forum@intergroup.co.jp 

2月３日（金）　大阪会場

「2月3日（金） 大阪会場」

インターネット、電子メール、ＦＡＸのいずれかの方法でお申し込みいただけます。ご参加いただける方には、

「参加証」をお送りしますので、必ず※印の項目はご記入ください。（１月２０日(金) １７時必着）

また、「参加証」は、開催当日に回収しますので、ご持参ください。

お申し込み方法

ご記入いただいた団体や個人の情報は、事務局で適切に管理いたします。本説明会に関わる連絡のみに利用し、
皆さまの承諾なく第三者に提供いたしません。

※本説明会の参考にさせていただくため、ご質問・ご意見について下記スペースにご記入ください。
　 お寄せいただいたご質問等は、意見交換でのご紹介や、サイトへ掲載させていただく場合がありますが、個人情報は掲載いたしません。
　 紹介や掲載を希望されない方はチェックしてください。

※会場参加における新型コロナウイルス感染症対策について
　・来場の際はマスクを着用してください
　・当日体調不良や、発熱等の風邪症状がある場合は、参加を控えてください
　・着席位置等は職員の指示に従ってください
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